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は
じ
め
に

文
暦
二
年
（
１
２
３
５
）
の
九
条
道
家
の
「
四
天
王
寺
阿
弥
陀
経

供
養
願
文
」
は
、
我
が
国
の
施
財
・
祈
願
に
よ
る
宋
の
地
に
お
け
る

開
版
事
業
の
企
画
を
含
む
と
い
う
点
で
特
異
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

道
家
が
文
暦
二
年
仲
春
に
「
阿
弥
陀
経
一
巻
を
自
写
し
以
て
宋
朝
に

送
り
、
模
刻
し
十
万
巻
を
雕
印
流
布
（
施
印
）
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ

と
」、
即
ち
、「
手
自
写
」
と
い
う
行
為
が
加
わ
る
点
で
も
看
過
し
が

た
い
特
徴
が
あ
る
。
明
ら
か
に
道
家
に
は
、
唐
土
の
「
施
印
」
と
い

う
作
善
が
意
識
さ
れ
て
い
た
（
２
０
０
８
年
５
月
末
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
海
を
渡
る
天
台
文
化
」〈
２
０
０
８
・
５
・
31
～
６
・
１　

於
浙

江
省
天
台
県
天
台
賓
館
〉
で
の
発
表
）。
自
写
の
経
典
の
刻
雕
は
、

お
そ
ら
く
道
家
の
書
写
（
書
体
）
を
刻
す
、
と
い
う
こ
と
で
写
刻
体

の
経
典
刊
行
を
意
味
し
、
手
づ
か
ら
「
書
寫
」
の
「
功
徳
」
を
も
残

そ
う
、
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
既
に
和
漢
比
較
文
学
会
特
別
例

会
（
２
０
１
５　

於
西
安
大
学
）
に
お
け
る
発
表
で
明
ら
か
に
し
た

点
も
加
え
て
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
。
そ
れ
は
、
名
家
・
名
筆
と
は
考

え
が
た
い
宋
人
の
「
自
寫
」
の
経
典
を
版
下
に
し
た
開
版
の
実
例
で

あ
り
、
宋
代
の
大
蔵
経
補
刻
に
お
い
て
手
づ
か
ら
「
書
寫
」
の
「
功

徳
」
が
作
善
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
例
（
し
か
も
寫
刻
体
を
採
用

し
た
も
の
）
で
あ
る
。
翻
っ
て
、
日
本
の
九
条
道
家
の
場
合
に
つ
い

て
、
従
来
の
指
摘
は
「
宋
版
経
典
へ
の
憬
れ
が
更
に
一
歩
進
ん
だ
も

の
」
と
す
る
が
、
近
年
の
研
究
の
進
展
を
踏
ま
え
る
と
き
、
道
家
の

営
為
は
、
ど
の
よ
う
な
旨
趣
・
経
緯
・
背
景
を
も
っ
て
実
行
（
こ
の

可
能
性
は
高
い
が
）さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
の
解
明
は「
道

家
の
宗
教
的
構
想
」
を
考
え
る
上
で
重
要
か
、
と
推
測
し
、
以
下
の

「
自
写
」
経
典
の
宋
の
地
に
お
け
る
開
版
小
考

― 
宋
人
の
一
例
と
九
条
道
家
の
例 

―

牧　

野　

和　

夫
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順
に
若
干
の
検
討
を
試
み
概
略
を
記
す
も
の
で
あ
る
。

一
、
宋
人
「
自
寫
」
経
典
の
写
刻
体
刊
行
に
つ
い
て

二
、�「
阿
弥
陀
経
一
巻
を
自
写
し
以
て
宋
朝
に
送
り
、
模
刻
し
十
万

巻
を
雕
印
流
布
（
施
印
）
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
」
の
経
緯

―
道
家
・
慶
政
・
成
阿
弥
陀
仏
・
了
行
・
頼
賢
―

ａ
・
Ⅰ
：
道
家
・
慶
政
・
了
行

ａ
・
Ⅱ
：
道
家
・
慶
政
・
成
阿
弥
陀
仏
・
頼
賢

三
、
ま
と
め
に
か
え
て
：
そ
の
史
的
背
景

― 

鎌
倉
前
中
期
に
お
け
る
仏
法
の
〈
倭
漢
相
和
〉
に
つ
い
て 

―

一
、
宋
人
「
自
寫
」
経
典
の
写
刻
体
刊
行
に
つ
い
て

本
源
寺
蔵
宋
版
一
切
経
に
拠
る
と
、『
本
源
寺
宋
版
一
切
経
目
録
』

通
番
号
１
８
４
３
の
『
阿
育
王
経
』
巻
八
・
九
は
、
二
経
同
巻
で
千

字
文
番
号
「
寫
」
函
に
収
納
さ
れ
て
い
た
が
、
総
板
数
十
一
板
の
第

十
一
板
の
巻
末
に
「
孤
子
劉
■
元
伏
為　

考
妣
二
親
自
寫
／
大
蔵
教

典
二
函
付
工
鏤
印
■
■
■
」
と
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
施
財
刊
語

は
、
同
じ
「
寫
」
函
収
納
の
１
８
４
４
『
阿
育
王
経
』
巻
十
の
巻
末

に
も
次
の
よ
う
に
存
在
す
る
。「
孤
子
劉
會
元
伏
為　

考
妣
二
親
自

寫
／
大
蔵
教
典
二
函
付
工
鏤
印
上
資
生
界
」と
刷
印
さ
れ
て
い
る（
一

部
、
磨
滅
甚
だ
し
く
宋
人
手
か
、
墨
補
筆
）。

本
源
寺
蔵
一
切
経
の
「
寫
」
函
は
東
禅
寺
版
で
現
存
す
る
経
巻
は
、

１
８
４
１　

�

衆
経
撰
雑
譬
喩	

巻
下
4	

８
板
（
９
板

以
下
欠
）
や
や
写
刻
体
を
残
す
。

１
８
４
２　

�

阿
育
王
経	

巻
６
・
７	

18
板 

①
～
⑰
な
し
⑱
楊
寔

１
８
４
３　

�

阿
育
王
経　
　
　
　

巻
８
・
９	

11
板 

⑪
孤
子
劉
■
元
伏
為　

考
妣
二
親
自
寫
／
大
蔵

教
典
二
函
付
工
鏤
印
■
■
■

１
８
４
４　

�

阿
育
王
経	

巻
10	

11
板 

⑪
孤
子
劉
會
元
伏
為　

考
妣
二
親
自
寫
／
大
蔵

教
典
二
函
付
工
鏤
印
上
資
生
界

で
あ
る
（
醍
醐
寺
蔵
『
雑
譬
喩
経
』
巻
上
に
よ
る
野
澤
住
美
氏
の

指
摘
が
あ
る
〈『
印
刷
漢
文
大
蔵
経
の
歴
史
―
中
国
・
高
麗
篇
』
平

成
27
・
３
刊
〉）。

幸
い
に
近
時
刊
行
を
み
た
『
醍
醐
寺
蔵
宋
版
一
切
経
目
録
』
第
四

冊
に
よ
れ
ば
、「
寫
」
函
は
や
は
り
す
べ
て
東
禅
寺
版
で
、【
捨
銭
刊

記
】
が
「
孤
子
劉
會
元
伏
為
考
妣
二
親
自
寫
／
大
蔵
教
典
二
函
付
工

鏤
印
上
資
生
界
」
と
あ
る
も
の
は
、「
４
４
９
２
衆
経
撰
雑
譬
喩
巻

上
〈
十
三
〉・
４
４
９
３
衆
経
撰
雑
譬
喩
巻
下
〈
十
四
〉
林
元
刀
・

４
４
９
４
阿
育
王
譬
喩
経
・
阿
育
王
経
第
一
〈
十
四
〉・
４
４
９
５

阿
育
王
経
第
二
・
阿
育
王
経
第
三
〈
二
十
〉
陳
通
刊
・
４
４
９
６
阿

育
王
経
第
六
・
阿
育
王
経
第
七
〈
十
八
〉
林
用
・
４
４
９
７
阿
育
王

経
第
八
〈
十
〉
林
用
・
４
４
９
８
阿
育
王
経
第
九
〈
十
一
〉・
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４
４
９
９
阿
育
王
経
第
十
〈
十
一
〉」
で
あ
る
。

本
源
寺
蔵
１
８
４
２
『
阿
育
王
経
』
巻
６
・
７
、
こ
の
帖
の
18
板

刻
工
が
、
醍
醐
寺
本
で
は
「
林
用
」
に
な
っ
て
お
り
捨
銭
刊
記
が
あ

る
。
本
源
寺
本
18
板
で
は
「
楊
寔
」
に
変
わ
っ
て
お
り
、
し
か
も
尾

題
記
の
後
ろ
に
他
経
本
文
が
天
地
逆
に
刷
印
さ
れ
て
い
る
。混
合
帖
・

写
刻
体
の
問
題
に
係
り
、
三
蔵
（
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
思
渓
版
）

に
携
わ
っ
た
刻
工
の
問
題
が
俄
か
に
浮
上
す
る
の
で
、
若
干
記
述
を

試
み
る
。

「
楊
寔
」
は
本
源
寺
本
で
は
思
渓
版
の
大
般
若
、
摩
訶
般
若
、
大

方
等
大
集
経
に
出
て
く
る
刻
工
で
あ
る
が
、
書
陵
部
本
で
は
開
元
寺

版
の
19
点
の
帖
冊
に
出
て
く
る
刻
工
で
あ
る
。
本
源
寺
蔵
一
切
経
の

通
番
１
８
４
２
『
阿
育
王
経
』
巻
６
・
７
の
一
帖
は
開
元
寺
版
一
板

が
入
っ
た
混
合
帖
、と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
、と
考
え
る
。「
林
用
」
は
、

醍
醐
寺
本
で
は
48
例
で
、全
て
東
禅
寺
版
に
携
わ
っ
た
刻
工
で
あ
る
。

開
元
寺
版
と
思
渓
版
と
に
跨
る
刻
工
の
問
題
に
刻
工
「
楊
寔
」
は
重

要
な
手
が
か
り
を
提
供
す
る
の
で
あ
る
。
従
来
、
混
合
帖
の
存
在
を

想
定
す
る
こ
と
の
な
い
研
究
状
況
の
な
か
で
、
刻
工
「
楊
寔
」
は
、

東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
思
渓
版
の
三
蔵
版
に
関
与
し
た
刻
工
と
し

て
処
理
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
刻
工
「
楊
寔
」
は
、
開
元
寺
版
・

思
渓
版
の
二
蔵
に
共
通
す
る
刻
工
で
は
あ
る
が
、
東
禅
寺
版
に
関
与

し
た
刻
工
で
は
な
い
。
書
陵
部
蔵
一
切
経
で
は
、『
阿
育
王
経
』巻
６
・

７
は
紹
興
戊
辰
（
十
八
年
）
閏
八
月
の
題
記
を
も
つ
開
元
寺
版
で
、

刻
工
名
は
「
①
丘
与
②
林
近
、
③
蔡
寧
、
④
崔
栄
、
⑤
陳
従
、
⑥
陳

生
、
⑦
王
保
、
⑧
王
詢
、
⑨
鍾
才
、
⑩
陳
文
、
⑪
張
友
、
⑫
石
祐
、

⑬
李
傑
、
⑭
鄭
受
、
⑮
林
賜
、
⑯
郭
文
、
⑰
林
近
、
⑱
楊
寔
」
で
あ

り
、
す
べ
て
開
元
寺
版
に
認
め
ら
れ
る
刻
工
名
で
あ
り
、
18
板
は
刻

工
楊
寔
の
担
当
し
た
も
の
で
あ
る
。

東
禅
寺
版
１
８
４
２
「
阿
育
王
経
」
に
流
用
さ
れ
た
開
元
寺
蔵
の

版
木
に
よ
る
刷
印
の
一
紙
が
混
合
帖
と
し
て
混
入
し
て
い
た
こ
と
に

よ
る
相
違
で
あ
り
、
東
禅
寺
版
の
新
た
な
る
補
刻
葉
で
は
な
い
。

醍
醐
寺
蔵
一
切
経
で
は
、
千
字
文
番
号
「
禽
」
函
に
該
当
す
る
帖

図
１
：
本
源
寺
蔵
『
阿
育
王
経
』
巻
十
（
千
字
文
番
号
「
寫
」）
巻
頭
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冊
に
は
、
通
番
４
５
０
１
～
４
５
０
８
に
当
た
る
が
、
す
べ
て
【
捨

銭
刊
記
】「
孤
子
劉
會
元
伏
為
考
妣
二
親
自
寫
／
大
蔵
教
典
二
函
付

工
鏤
印
上
資
生
界
」
は
な
い
。

醍
醐
寺
蔵
一
切
経
の
千
字
文
番
号
「
獣
」
函
に
該
当
す
る

４
５
１
０
『
法
句
譬
喩
経
』
巻
第
一
以
下
の
十
帖
冊
に
は
、『
法
句

譬
喩
経
』
巻
第
一
を
除
く
九
帖
冊
す
べ
て
に
【
捨
銭
刊
記
】「
孤
子

劉
會
元
伏
為
考
妣
二
親
自
寫
／
大
蔵
教
典
二
函
付
工
鏤
印
上
資
生

界
」
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、【
捨
銭
刊
記
】
の
「
大
蔵
教
典
二
函
」
が
、
ま
さ

に
千
字
文
番
号
「
寫
」「
獣
」
の
「
二
函
」
を
指
す
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
醍
醐
寺
蔵
一
切
経
４
５
１
０『
法
句
譬
喩
経
』巻
第
一
に【
捨

銭
刊
記
】「
孤
子
劉
會
元
伏
為
考
妣
二
親
自
寫
／
大
蔵
教
典
二
函
付

工
鏤
印
上
資
生
界
」
が
な
い
理
由
は
、【
巻
末
刊
記
】
に
（
重
雕
刊
記
）

「
乙
酉
重
雕
住
山
解
空
大
師
慧
明
」
と
あ
り
、「
乙
酉
」
の
歳
に
重
雕
、

す
な
わ
ち
補
刻
し
た
こ
と
で
、
孤
子
劉
會
元
の
捨
銭
刊
記
は
勿
論
、

写
刻
体
も
失
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
乙
酉
」
は
、
１
１
０
５
年
・

１
１
６
５
年
・
１
２
２
５
年
の
い
ず
れ
か
、
お
そ
ら
く
は
、
乾
道
元

年
（
１
１
６
５
）
に
該
当
す
る
（
醍
醐
寺
目
録
も
同
様
の
見
解
）。

１
１
６
５
年
に
補
刻
を
必
要
と
す
る
磨
滅
或
い
は
破
損
状
態
に
板
木

が
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
わ
け
で
、「
孤
子
劉
會
元
」
の
【
捨
銭
】

版
刻
と
い
う
考
妣
二
親
の
為
の
功
徳
善
行
は
、
１
１
６
５
年
を
遡
る

か
な
り
昔
の
補
刻
（
勿
論
、
原
刻
葉
で
は
な
い
）
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

写
刻
体
の
問
題
と
し
て
考
え
る
と
き
本
源
寺
蔵
一
切
経
で
は

１
８
０
２
『
出
曜
経
』
巻
一
な
ど
が
好
例
で
あ
ろ
う
。
写
刻
体
が
第

図
２
解
説
：�

本
源
寺
蔵
１
８
４
４『
阿
育
王
経
』巻
10（
千
字
文
番
号「
写
」）、

第
11
板
：
尾
題
・
施
財
刊
語
「
孤
子
劉
會
元
伏
為　

考
妣
二

親
自
寫
／
大
蔵
教
典
二
函
付
工
鏤
印
上
資
生
界
」、末
尾
「
資

生
界
」
他
、
宋
人
の
手
に
係
る
墨
補
筆
あ
り
。
経
本
文
、
字

様
に
は
写
刻
体
が
か
な
り
残
る
。
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２
～
７
板
、
第
12
・
13
板
に
見
ら
れ
る
が
、
ほ
か
の
板
は
補
刻
葉
で

写
刻
体
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
南
宋
代
の
写
刻
体
経
巻
の
も
つ
位

置
取
り
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
す
な
わ
ち
、
手
づ
か
ら

自
か
ら
書
写
し
た
写
経
（
宋
代
に
お
け
る
写
経
の
功
徳
の
問
題
を
惹

起
す
る
）
を
写
刻
体
に
刻
彫
す
る
宋
代
の
経
論
書
に
つ
い
て
の
問
題

は
、
す
べ
て
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

二
、�

九
条
道
家
「
阿
弥
陀
経
一
巻
を
自
写
し
以
て
宋
朝
に

送
り
、
模
刻
し
十
万
巻
を
雕
印
流
布
（
施
印
）
さ
せ

よ
う
と
し
た
こ
と
」

―
道
家
・
慶
政
・
成
阿
弥
陀
仏
・
了
行
・
頼
賢
―

既
に
『
法
然
上
人
絵
伝
』
第
三
五
巻
（
角
川
書
店
、
日
本
絵
巻
物

全
集
）
の
以
下
の
引
用
を
示
し
て
九
条
道
家
の
宋
の
地
で
の
出
版
問

題
に
及
ん
だ
こ
と
が
あ
る
（
牧
野
「
十
二
世
紀
後
末
期
の
日
本
舶
載

大
蔵
経
か
ら
奝
然
将
来
大
蔵
経
を
の
ぞ
む
」〈
王
勇
・
吉
原
浩
人
氏

編
『
海
を
渡
る
天
台
文
化
』
２
０
０
８
・
12　

勉
誠
出
版
〉）。

「
同
四
月
五
日
御
臨
正
念
に
し
て
念
仏
数
十
遍
禅
定
に
い
る
か
こ

と
く
し
て
往
生
を
と
け
さ
せ
給
ぬ
御
と
し
五
十
八
な
り　

上
人
左
遷

の
の
ち
い
く
程
な
く
て
こ
の
御
事
き
こ
へ
け
り　

御
あ
は
れ
を
し
は

か
る
へ
し
後
の
京
極
殿
ハ
さ
き
た
ゝ
せ
給
ぬ　

そ
の
御
子
東
山
の
禅

閤
家
督
に
て
御
あ
と
を
う
け
つ
か
せ
給
き
月
輪
殿
御
帰
依
の
餘
慶
を

う
け
お
な
し
く
上
人
の
勧
化
を
御
信
仰
あ
り
け
り
こ
と
に
六
方
恆
沙

図
３
：
本
源
寺
蔵
『
阿
含
口
解
十
二
因
縁
経
』（
千
字
文
番
号
「
獣
」）
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の
諸
仏
の
証
誠
を
た
う
と
み
て
阿
弥
陀
経
十
萬
巻
摺
写
の
大
願
を
お

こ
し　

か
た
木
を
異
朝
に
ひ
ら
か
せ
ら
れ
て
摺
写
の
弘
通
を
ひ
ろ
く

せ
ら
る　

か
の
経
お
ほ
く
吾
朝
に
流
通
せ
り　

発
願
の
志
趣
経
の
奥

に
の
せ
ら
る　

か
の
状
云　

十
萬
の
写
功
に
よ
り
て
萬
徳
の
尊
容
を

礼
し
弥
陀
の
説
法
を
き
ゝ
て
普
賢
の
願
海
に
い
り
随
類
の
形
を
化
現

し
て　

旧
上
の
徒
を
慈
愍
し　

あ
ま
ね
く
長
夜
の
ね
ふ
り
を
お
と
ろ

か
し
て
ひ
と
し
く
覚
悟
の
暁
に
い
た
ら
し
め
む　

衆
生
無
始
の
身　

宴
坐
た
ゝ
眼
に
あ
り　

塵
点
劫
数
の
業
こ
ゝ
ろ
を
し
つ
む
る
に
念
を

い
て
す
哀
哉
こ
の
筆
舌
は
し
め
て
こ
の
言
語
を
か
た
ら
む
事　

ね
か

は
く
ハ
紫
金
の
毫
光
、
白
骨
の
微
功
を
て
ら
し
給
へ
と
な
り
時
文
暦

第
二
歳
乙
未
仲
春
第
二
日　

從
一
位
藤
原
朝
臣
道
家
敬
白
云
々
発
願

の
む
ね
自
他
を
か
ね　

異
朝
に
を
よ
ほ
し
て
そ
の
願
を
果
た
さ
れ
け

る
御
こ
こ
ろ
さ
し
ま
こ
と
に
た
う
と
く
も
侍
か
な
」

と
い
う
一
節
で
あ
る
。
こ
の
絵
伝
の
一
節
の
内
容
を
補
強
す
る
資

料
が
『
本
朝
文
集
』
第
六
十
六
（『
国
史
大
系
』）
所
収
の
「
菅
原
為

長
」
撰
「
藤
原
道
家
供
二
養
阿
彌
陀
経
願
文
」
で
あ
る
。
佚
書
か
、

と
思
わ
れ
る[

『
願
文
集
』
四]

に
収
め
ら
れ
た
一
篇
で
あ
る
。
適

宜
抜
書
す
る
。

「
抑
隨
二
正
像
末
之
世
一
、
有
二
教
行
證
之
益
一
、
正
像
早
過
、
行
證
亦

衰
、
澆
季
之
俗
、
厥
欲
二
何
為
一
、
但
雖
レ
臨
二
末
法
萬
年
、
餘
經
悉

滅
之
期
一
、
非
レ
無
二
弥
陀
一
教
一
、
利
物
偏
増
之
憑
、
吾
等
深
信
二
金

言
之
誠
諦
一
、一
向
宜
レ
懸
二
素
望
於
安
養
一
、
然
則
専
帰
二
阿
弥
陀
之

教
一
、
須
レ
盡
二
書
讀
持
之
力
一
、
手
欲
レ
寫
二
十
萬
口
口
一
、
不
レ
可
レ
叶
、

縱
雖
レ
保
二
百
二
十
年
一
難
レ
終
レ
功
、
仍
先
擎
三
一
卷
於
二
爪
掌
一
、
専

染
二
楚
筆
一
、
雖
レ
隔
二
千
里
之
面
目
一
、
整
二
寄
宋
朝
彫
新
板
一
兮
、

摺
寫
甚
盡
、
付
二
歸
舟
一
兮
、
運
送
無
レ
程
、
彼
朝
縱
有
二
張
伯
英
之

苗
裔
一
、
咲
レ
非
二
臨
池
之
墨
妙
一
、
當
時
已
得
二
彌
陀
樹
之
華
文
一
、

歓
軼
二
照
隣
之
壁
輝
一
、
欲
レ
謂
二
之
震
旦
之
模
範
一
、
字
々
皆
弟
子
之

筆
跡
也
、
欲
レ
謂
二
之
弟
子
之
筆
跡
一
、
文
々
震
旦
之
模
範
也
、
倭
漢

相
和
、
古
今
未
レ
聞
、

（
略
）

観
二
海
日
之
浸
一
レ
浪
、
則
不
レ
信
二
十
黄
億
刹
之
僻
遠
一
。
思
二
土
風

之
無
一
レ
塵
。亦
不
レ
異
二
四
十
八
願
之
荘
厳
一
。舎
利
之
現
二
神
変
一
也
。

烏
纏
之
佛
牙
不
レ
可
レ
覃
。
聖
霊
之
留
二
真
容
一
也
。
鶴
林
之
生
身
尚

如
レ
在
。
君
王
輔
佐
者
。
家
之
玄
縱
也
。
白
二
古
賢
一
及
二
今
愚
一
久
伝
。

佛
法
興
隆
者
。
身
之
素
意
也
。
白
二
少
年
一
至
二
大
位
一
未
レ
忘
。

（
略
）

倭
漢
相
和
。
古
今
末
レ
聞
。
涓
二
玄
英
初
四
之
日
一
。
瀝
二
丹
實
無
弐

之
露
一
。
詣
二
六
百
餘
歳
之
伽
藍
一
。」

古
く
集
古
会
々
員
三
村
竹
清
が
淡
々
と
こ
の
事
実
を
記
述
し
、
集

古
会
々
員
に
は
周
知
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、こ
の
点
に
関
し
て
は「
集

古
会
と
宋
版
研
究
」
と
題
し
た
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。

こ
の
願
文
に
東
洋
史
の
一
事
実
と
し
て
学
問
的
に
注
目
し
た
森
克

己
氏
「
宋
版
一
切
経
輸
入
に
対
す
る
社
会
的
考
察
」（『
加
藤
博
士
還
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暦
記
念　

東
洋
史
集
説
』〈
昭
和
17
年　

冨
山
房
〉）
は
、
次
の
よ
う

に
評
価
し
た
の
で
あ
る
。

「
こ
の
宋
版
経
典
へ
の
憬
れ
が
更
に
一
歩
進
ん
だ
も
の
は
、
藤
原

道
家
の
如
き
場
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
が
嘉
禎
三
年
九
月
四
天

王
寺
に
進
め
た
阿
弥
陀
経
供
養
の
願
文
の
中
に
は

（
中
略
：
こ
の
引
用
文
は
p.42
前
引
「
願
文
」
箇
所
）

と
い
っ
て
い
る
如
く
（
願
文
集
四
）、
彼
は
阿
弥
陀
経
の
一
巻
を
自

ら
書
写
し
、
こ
れ
を
宋
に
送
っ
て
模
範
と
し
、
自
己
の
筆
跡
の
摸
刻

を
以
て
阿
弥
陀
経
十
万
巻
を
雕
印
さ
せ
、
自
筆
写
経
に
代
え
て
い
る

の
で
あ
る
。
殊
に
、
宋
版
経
典
の
輪
入
に
刺
戟
さ
れ
、
わ
が
国
に
お

い
て
も
印
刷
術
が
発
達
し
て
春
日
版
や
高
野
版
等
が
現
れ
、
部
分
的

な
経
典
印
刷
が
行
わ
れ
た
が
、
仏
教
復
興
期
た
る
鎌
倉
中
期
以
後
の

溌
刺
た
る
気
運
は
遂
に
宋
版
一
切
経
の
輪
入
を
以
て
満
足
せ
ず
、
国

内
に
お
い
て
一
切
経
を
彫
印
し
よ
う
と
企
て
る
も
の
が
現
れ
て
来

た
。」と

い
う
。
こ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
入
宋
僧
を
軸
に
し
た
遁
世
僧

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〈
渡
来
の
宋
人
と
「
包
修
」
の
世
界
〉
を
視
野
に

容
れ
る
必
要
が
あ
り
（
牧
野
和
夫
「
鎌
倉
前
中
期
の
寺
院
に
お
け
る

出
版
」〈『
ア
ジ
ア
遊
学　

中
世
寺
社
の
空
間
・
テ
キ
ス
ト
・
技
芸
』

２
０
１
４
・
７　

勉
誠
出
版
〉）、
浄
土
教
と
我
が
国
の
出
版
事
業
と

の
深
甚
な
係
り
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、

こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

「
宋
版
経
典
へ
の
憬
れ
が
更
に
一
歩
進
ん
だ
も
の
」
と
い
う
指
摘

は
興
味
深
い
が
、「
憬
れ
」
と
い
う
道
家
の
内
面
的
な
姿
勢
と
は
別

の
勧
進
僧
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
縦
横
に
活
用
し
た
九
条
道
家
側
の
宗

教
思
想
史
的
（
同
時
に
政
治
史
的
）
な
“
現
実
”
と
そ
れ
に
対
応
し

た
「
宗
教
的
な
構
想
」
が
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
概
略

を
近
年
解
明
さ
れ
た
「
九
条
道
家
と
そ
の
周
辺
」
の
事
実
を
紹
介
し

つ
つ
、
以
下
に
簡
略
な
指
摘
を
試
み
る
。

ａ
・
Ⅰ
：
道
家
・
慶
政
・
了
行

九
条
道
家
と
南
宋
と
の
係
り
に
つ
い
て
は
、
宋
版
大
蔵
経
の
舶
載

に
つ
い
て
考
え
る
の
が
捷
径
で
あ
ろ
う
。
慶
政
と
「
了
行
」
を
介
し

た
道
家
と
南
宋
と
の
緊
密
な
係
わ
り
に
つ
い
て
は
、
既
に
「
宋
版
一

切
経
補
刻
葉
に
見
え
る
「
下
州
千
葉
寺
了
行
」
の
周
辺
」（『
東
方
学

報　

京
都
』
第
73
冊
、
２
０
０
１
）
以
下
、「
中
世
前
期
学
僧
と
近

世
書
写
一
寺
院
縁
起
を
め
ぐ
る
二
、三
の
問
題
」（『
実
践
国
文
学
』

76
号　

２
０
０
９
・
10
）
等
に
至
る
拙
論
類
で
指
摘
推
測
し
た
。
了

行
な
る
千
葉
寺
僧
と
九
条
家
・
慶
政
（
九
条
道
家
の
兄
、
と
す
る
の

が
通
説
）
と
の
繋
が
り
の
背
景
に
は
千
葉
秀
胤
と
将
軍
頼
経
と
の
関

係
が
存
在
し
、
了
行
が
文
暦
元
年
（
一
二
三
四
）
か
ら
仁
治
元
年

（
一
二
四
〇
）
の
七
～
八
年
間
の
一
時
期
に
渡
宋
し
た
こ
と
、
東
寺

蔵
宋
版
一
切
経
『
大
涅
槃
経
』（
福
州
開
元
寺
版
）
巻
八
・

三
一
・
三
二
・
号
二
・
三
五
・
二
一
七
の
刊
記
に
「
日
本
国
下
州
干
葉
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寺
比
丘
了
行
捨
」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
宋
版

大
蔵
経
の
補
刻
事
業
に
慶
政
の
も
と
（
こ
の
点
は
未
だ
十
分
な
考
察

は
な
さ
れ
て
い
な
い
）
で
関
与
し
た
僧
侶
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
千
葉
秀
胤
は
評
定
衆
で
三
浦
泰
村
の
妹
婿
に
あ
た

る
が
、
寛
元
の
政
変
で
一
時
失
脚
し
、
宝
治
合
戦
で
三
浦
氏
と
と
も

に
滅
亡
し
た
人
物
で
あ
る
。
了
行
が
千
葉
氏
一
族
で
千
葉
氏
の
被
官

と
な
っ
た
原
氏
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
、
野
口
実
氏

「
了
行
の
周
辺
」（『
東
方
学
報　

京
都
』
第
73
冊
、
２
０
０
１
）
で

あ
る
。

こ
こ
で
「
了
行
」
と
い
う
耳
新
し
い
僧
名
が
留
意
さ
れ
る
が
、
石

井
進
氏
「「
日
蓮
遺
文
紙
背
文
書
」
の
世
界
―
双
紙
要
文
紙
背
文
書

を
中
心
に
―
」（『
石
井
進
著
作
集
第
七
巻　

中
世
資
料
論
の
現
在
』

〈
２
０
０
５　

岩
波
書
店
〉
初
出
１
９
９
１
）
に
展
開
し
た
日
蓮
遺

文
紙
背
文
書
中
に
、
九
条
家
と
千
葉
氏
と
の
間
に
介
在
し
、
し
か
も

道
家
の
意
を
体
し
て
千
葉
氏
に
用
途
な
ど
の
沙
汰
を
命
じ
る
立
場
に

あ
っ
た
「
れ
う
き
や
う
」
な
る
僧
と
同
一
人
物
か
、
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
建
長
の
政
変
で
幕
府
に
捕
縛
・
処
刑
さ
れ
た
「
了
行
」

で
あ
ろ
う
、
と
推
測
で
き
る
僧
侶
で
も
あ
る
（
野
口
・
牧
野
共
同
発

表
：
１
９
９
８
）。

了
行
の
渡
宋
は
事
実
で
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
も
「
文
暦
元
年

（
一
二
三
四
）
か
ら
仁
治
元
年
（
一
二
四
〇
）
の
七
～
八
年
間
の
一

時
期
」
に
渡
宋
し
て
帰
朝
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
は
、
平
成

十
九
年
度
に
文
化
庁
の
補
助
事
業
と
し
て
滋
賀
県
教
育
委
員
会
が
実

施
し
た
「
滋
賀
県
所
在
古
経
典
緊
急
調
査
」
で
発
見
さ
れ
た
知
礼
述

『
観
音
玄
義
科
』
一
巻
（
滋
賀
県
愛
荘
町
金
剛
輪
寺
所
蔵
の
聖
教
）

の
奥
書
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

「
嘉
禎
三
年
（
丁
／
酉
）
七
月
二
日
、
於
東
洛
楊
梅
大
宮
一
乗
弘

通
之
法
家
十
一
面
観
世
音
菩
薩
宿
房
書
寫
了
、
此
科
前
代
未
度
也
。

而
了
行
上
人
渡
唐
之
時
求
得
此
科
本
帰
朝
次
将
来
。
于
時
嘉
禎
二
年

（
丙
／
申
）
夏
」

嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
夏
、『
観
音
玄
義
科
』
を
携
え
て
了
行

の
帰
国
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
（
大
谷
「
新
出
資
料　

金
剛

輪
寺
蔵　

知
礼
述
『
観
音
玄
義
科
』」〈『
南
都
怫
教
』
第
九
二
号
、

二
〇
〇
八
年
〉）。
前
引
し
た
牧
野
「
十
二
世
紀
後
末
期
の
日
本
舶
載

大
蔵
経
か
ら
奝
然
将
来
大
蔵
経
を
の
ぞ
む
」
で
も
、「
了
行
の
渡
宋

時
期
の
一
二
三
五
年
は
、
正
に
道
家
が
「
か
た
木
を
異
朝
に
ひ
ら
か

せ
ら
れ
て
摺
写
の
弘
通
を
」
期
し
た
「
文
暦
第
二
歳
乙
未
仲
春
第
二

日
」、
即
ち
一
二
三
五
年
に
当
る
の
で
あ
る
。
俄
か
に
『
法
然
上
人

絵
伝
』
第
三
五
巻
所
載
記
事
が
信
憑
性
を
帯
び
て
く
る
。
慶
政
上
人

の
介
在
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
道
家
の
仏
説
阿
弥
陀
経
の
異
朝
開
版

（
伝
承
問
の
多
少
の
「
誤
り
」
の
幅
は
認
め
る
、
と
し
て
）
の
一
件

と
了
行
の
渡
宋
と
が
無
縁
で
は
な
い
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

道
家
の
「
宗
教
的
な
構
想
」（
光
明
峯
寺
を
め
ぐ
る
宗
教
構
想
に

つ
い
て
は
松
本
郁
代
氏
『
中
世
王
権
と
即
位
灌
頂
』〈
二
〇
〇
五
年
、
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森
話
社
刊
〉）
の
一
環
と
し
て
慶
政
・
了
行
・
頼
賢
（
渡
宋
・
帰
朝

時
期
が
各
々
ず
れ
る
か
。
各
々
の
「
位
置
ど
り
」
は
異
な
る
、
と
考

え
ら
れ
る
）
な
ど
の
渡
宋
が
行
わ
れ
た
、と
見
る
こ
と
も
で
き
る
（
牧

野
「
慶
政
と
聖
徳
太
子
信
仰
―
宋
版
一
切
経
補
刻
事
業
を
軸
に
―
」

〈『
仏
教
史
学
研
究
』
五
〇
巻
一
号
、二
〇
〇
七
年
十
一
月
〉）。」（『
海

を
渡
る
天
台
文
化
』
２
０
０
８
・
12　

勉
誠
出
版
）

経
典
な
ど
の
施
財
開
版
（
補
刻
を
含
む
）
が
宋
代
の
唐
土
で
功
徳

と
し
て
い
か
に
重
い
も
の
で
あ
っ
た
か
、
道
家
は
十
分
了
解
し
、
阿

弥
陀
経
開
版
・
十
万
部
流
通
を
積
極
的
に
南
宋
の
唐
土
に
求
め
た
結

果
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
る
べ
き
か
、
と
結
ん
だ
。
そ
の
点
に
関
し
て

は
現
在
も
同
じ
見
解
で
あ
る
。

ａ
・
Ⅱ
：
道
家
・
慶
政
・
成
阿
弥
陀
仏
・
頼
賢

九
条
道
家
が
慶
政
の
係
わ
る
南
都
の
寺
院
堂
塔
修
理
に
少
な
か
ら

ぬ
関
与
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
四
月
八

日
に
は
九
条
道
家
の
北
政
所
の
沙
汰
と
し
て
万
燈
会
が
法
隆
寺
講
堂

で
行
な
わ
れ
、
慶
政
の
法
隆
寺
復
興
修
理
と
道
家
の
関
係
の
深
さ
を

暗
示
さ
せ
る
。

「
四
月
八
日
。
万
燈
会
井
五
百
七
十
坏
供
養
勤
行
之
。
坪
別
二
銭

百
文
米
二
升
配
。
但
万
燈
会
油
直
等
（
九
条
大
殿
道
家
之
北
政
所
御

沙
汰
也
。
五
百
坏
供
養
井
五
十
種
捧
物
等
（
慶
政
勝
月
房
上
人
御
勧

進
也
。
件
供
養
時
奉
行
。
尊
円
井
尼
成
阿
弥
陀
仏
。
覚
増
。
幸
禅
等

也
。
於
講
堂
前
。
一
日
一
夜
大
法
会
。
色
衆
十
人
。
講
師
少
輔
僧
都

璋
円
。」

慶
政
と
聖
徳
太
子
信
仰
に
つ
い
て
は
、
牧
野
「
慶
政
と
聖
徳
太
子

信
仰
―
宋
版
一
切
経
補
刻
事
業
を
軸
に
―
」〈『
仏
教
史
学
研
究
』

五
〇
巻
一
号
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
〉
な
ど
を
参
照
願
い
た
い
が
、

嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
四
月
八
日
の
記
事
中
「
五
百
坏
供
養
井

五
十
種
捧
物
等
（
慶
政
勝
月
房
上
人
御
勧
進
也
。
件
供
養
時
奉
行
。

尊
円
井
尼
成
阿
弥
陀
仏
。」と
し
て
登
場
す
る「
成
阿
弥
陀
仏
」と
は
、

な
に
も
の
で
あ
る
か
。

堀
池
春
峰
氏
「
法
隆
寺
と
西
山
法
華
山
寺
慶
政
上
人
」（『
南
都
仏

教
史
の
研
究
』
巻
下
、
昭
和
57
・
４　

法
蔵
館
）
に
お
い
て
、
こ
の

尼
僧
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
触
れ
て
い
る
。

「
次
に
嘉
禎
二
年
四
月
、
三
年
四
月
・
九
月
・
十
二
月
に
慶
政
と

と
も
に
勧
進
比
丘
尼
成
阿
弥
陀
仏
と
し
て
名
を
と
ど
め
る
女
性
に
つ

い
て
一
考
し
て
み
よ
う
。
管
見
に
よ
れ
ば
、寛
喜
四
年
（
一
二
三
二
）

三
月
、
東
大
寺
八
幡
宮
に
大
般
若
会
を
創
始
し
、
大
般
若
経
一
部
、

心
経
七
十
一
巻
、
法
華
経
一
部
等
を
十
六
善
神
を
描
い
た
扉
を
有
す

る
厨
子
と
と
も
に
奉
納
し
た
成
阿
弥
陀
仏
が
あ
る
。
こ
の
大
般
若
経

は
嘉
禄
二
年
四
月
よ
り
寛
喜
三
年
に
お
よ
ん
で
、書
写
勧
進
せ
ら
れ
、

い
わ
ゆ
る
東
大
寺
八
幡
経
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
金

光
明
最
勝
王
経
一
部
十
巻
が
同
じ
く
書
写
奉
納
せ
ら
れ
て
い
る
の

は
、
成
阿
の
表
白
に
、
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次
最
勝
妙
典
者
。
王
法
要
道
也
。
殊
寶
麗
水
之
珍
。
奉
祈
金
闕
之

尊
。
遥
迨
千
劫
而
流
布
。
久
守
九
禁

と
い
う
明
記
や
、「
王
法
護
持
之
計
、
猶
契
百
王
之
後
」
と
い
う

字
句
よ
り
推
し
て
、
成
阿
の
発
願
が
、
女
身
転
身
を
祈
願
す
る
意
趣

よ
り
起
っ
た
と
し
て
も
「
王
法
要
道
」
と
し
て
最
勝
王
経
を
書
写
奉

納
し
て
い
る
点
に
、
成
阿
が
地
下
の
人
に
あ
ら
ず
、
宮
廷
あ
る
い
は

権
門
関
係
者
で
あ
っ
た
と
推
測
せ
し
め
る
可
能
性
が
多
分
に
宿
さ
れ

て
い
る
。
け
だ
し
真
如
等
と
同
様
、
藤
原
氏
の
一
族
で
あ
ろ
う
。」

こ
の
成
阿
弥
陀
仏
に
関
し
て
は
、
近
時
、
開
催
さ
れ
た
説
話
文
学

会
大
会
（
２
０
１
６
・
６
・
25
於
慶
応
義
塾
大
学
）
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
聖
徳
太
子
と
説
話
」
に
お
い
て
「
中
世
聖
徳
太
子
伝
記
の
一
隅

―
成
阿
弥
陀
仏
な
ど
―
」
と
題
し
た
報
告
を
終
え
て
い
る
。
そ
の
一

部
の
原
稿
は
『
説
話
文
学
研
究
』
誌
に
既
に
入
稿
・
校
正
も
済
み
近

刊
予
定
で
あ
る
の
で
、
参
照
願
い
た
い
。

嘉
禎
四
年
（
橘
寺
の
塔
完
成
）
以
前
、
餘
に
も
荒
廃
し
た
橘
寺
の

復
興
修
理
の
た
め
、
橘
寺
は
洛
東
の
大
谷
口
に
勧
進
所
を
設
け
て
勧

進
を
行
っ
た
が
、
そ
の
勧
進
の
中
心
に
成
阿
弥
陀
仏
が
い
た
こ
と
、

そ
の
協
力
的
な
立
場
に
慶
政
が
い
た
こ
と
、
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ち
な
み
に
、
大
谷
口
に
設
け
ら
れ
た
勧
進
所
が
後
に
寺
院
化
し

て
西
大
寺
律
宗
の
京
洛
の
拠
点
と
見
做
さ
れ
て
き
た
白
毫
院
（
寺
）

と
な
る
こ
と
も
推
定
可
能
と
な
っ
た
。

東
大
寺
八
幡
宮
へ
奉
納
さ
れ
た
大
般
若
経
は
「
東
大
寺
八
幡
経
」

と
呼
称
さ
れ
て
諸
家
に
分
蔵
す
る
が
、
こ
の
「
東
大
寺
八
幡
経
」
の

書
写
・
経
蔵
造
営
の
勧
進
を
指
揮
し
た
の
も
成
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
こ

と
は
知
ら
れ
て
い
た
。
嘉
祿
二
年
（
一
二
二
六
）
東
大
寺
僧
秀
恵
、

東
大
寺
八
幡
経
巻
第
一
書
写
、「
比
丘
尼
成
阿
弥
陀
仏
此
経
勧
進
之

根
源
」
と
（
～
安
貞
二
年
〈
一
二
二
八
〉
迄
に
書
写
完
了
か
）、
寛

喜
元
年
（
一
二
二
九
）
夏
、
東
大
寺
八
幡
経
を
納
め
る
御
経
蔵
造
営

の
為
の
勧
進
始
ま
る
（
～
仁
治
二
年
〈
一
二
四
一
〉
迄
）

し
か
し
、「
東
大
寺
八
幡
経
」
の
経
蔵
造
営
の
勧
進
に
応
じ
た
奉

加
者
の「
嘉
禎
四
年
六
月
十
五
日
／
前
陸
奥
守
源
朝
臣
義
氏（
花
押
）」

な
ど
奉
加
の
追
記
が
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
、
結
縁
衆
五
百
人
・
畿
内

か
ら
東
国
に
も
及
ぶ
勧
進
が
執
行
さ
れ
、
そ
の
中
に
足
利
義
氏
も
奉

加
に
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
餘
り
留
意
さ
れ
て
い
な
い
。
複
数
の
書

寫
識
語
に
は
海
内
浪
静
天
下
平
穏
な
ど
が
必
ず
祈
願
さ
れ
て
お
り
、

武
蔵
・
相
模
両
国
の
比
丘
尼
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
も
考
慮
に
容
れ

る
な
ら
ば
、
摂
関
家
主
導
の
中
で
承
久
乱
（
源
平
合
戦
も
含
め
る
）

に
係
っ
た
京
方
・
鎌
倉
方
の
遺
族
な
ど
も
含
め
て
執
行
さ
れ
た
奉
加

の
姿
勢
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
。
承
久
の
乱
後
の
朝
幕
関
係
は

比
較
的
安
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
道
家
の
影
響
力
は
足
利
義
氏

な
ど
の
奉
加
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
幕
府
内
に
も
及
び
つ
つ
あ
っ
た
、

と
考
え
ら
れ
る
。

頼
賢
と
い
う
僧
の
遁
世
・
渡
宋
・
唐
本
一
切
経
将
来
幷
下
醍
醐
施

入
に
つ
い
て
は
、
宇
都
宮
啓
吾
氏
紹
介
の
「
祖
師
相
承
聞
書
」
に
認
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め
ら
れ
る
頼
賢
の
出
自
な
ど
の
伝
承
と
併
せ
て
、
近
時
刊
行
し
た
以

下
の
拙
論
に
詳
述
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
縷
説
す
る
こ
と
は
し
な

い
。
ご
参
照
願
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

「
延
慶
書
写
時
の
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
へ
至
る
一
過
程
―
実
賢
・

実
融
：
一
つ
の
相
承
血
脈
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
ア
ジ
ア
遊
学　

根
来

寺
と
延
慶
本
『
平
家
物
語
』』〈
２
０
１
７
・
６
〉）

「
宋
版
一
切
経
の
舶
載
に
係
る
一
、二
の
問
題
―
実
賢
・〔
頼
賢
―

実
融
〕
と
い
う
相
承
に
沿
っ
て
―
」（『
実
践
国
文
学
』
91
号　

２
０
１
７
・
９
）

三
、
ま
と
め
に
か
え
て
：
そ
の
史
的
背
景

―
鎌
倉
前
中
期
に
お
け
る
仏
法
の
〈
倭
漢
相
和
〉
に
つ
い
て
―

九
条
道
家
は「
菅
原
為
長
」撰「
藤
原
道
家
供
二
養
阿
彌
陀
経
願
文
」

中
に

「（
略
）
観
二
海
日
之
浸
一
レ
浪
、
則
不
レ
信
二
十
黄
億
刹
之
僻
遠
一
。
思
二

土
風
之
無
一
レ
塵
。
亦
不
レ
異
二
四
十
八
願
之
荘
厳
一
。
舎
利
之
現
二
神

変
一
也
。
烏
纏
之
佛
牙
不
レ
可
レ
覃
。
聖
霊
之
留
二
真
容
一
也
。
鶴
林
之

生
身
尚
如
レ
在
。君
王
輔
佐
者
。家
之
玄
縱
也
。白
二
古
賢
一
及
二
今
愚
一

久
伝
。
佛
法
興
隆
者
。
身
之
素
意
也
。
白
二
少
年
一
至
二
大
位
一
未
レ
忘
。

（
中
略
：
Ａ
：
資
料
②
）

倭
漢
相
和
。
古
今
末
レ
聞
。
涓
二
玄
英
初
四
之
日
一
。
瀝
二
丹
實
無
弐

之
露
一
。
詣
二
六
百
餘
歳
之
伽
藍
一
。」

と
記
す
。

「
日
本
国
の
人
、
常
の
諺
に
云
く
、
天
竺
・
唐
土
は
仏
法
す
で
に

滅
す
。
我
が
国
の
み
独
り
盛
ん
な
り
、
と
云
々
。」（
栄
西
撰
『
興
禅

護
国
論
』（
第
九
門
））
と
伝
え
る
よ
う
に
、
天
竺
・
唐
土
の
仏
法
滅

亡
は
十
二
世
紀
末
期
の
日
本
国
内
で
は
常
の
「
諺
」
で
あ
っ
た
と
栄

西
は
伝
え
て
い
る
。

「
大
陸
に
お
け
る
仏
法
の
〈
不
在
〉、
裏
返
す
と
、
日
本
の
み
の
仏

法
の
〈
見
在
〉。」（
横
内
裕
人
氏
「
東
ア
ジ
ア
を
つ
な
ぐ
禅
思
想
」〈
村

井
章
介
氏
『
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
建
長
寺
』
２
０
１
４
・
11　

勉
誠

出
版
〉）
と
ま
と
め
る
如
く
、
日
本
の
み
の
仏
法
隆
盛
と
の
認
識
が

学
侶
間
に
横
行
し
て
い
た
時
期
に
、
実
際
は
「
宋
に
お
け
る
仏
教
の

主
流
が
、
禅
・
律
・
浄
土
に
替
わ
っ
た
だ
け
で
、
仏
教
の
隆
盛
は
疑

い
え
な
か
っ
た
。」（
横
内
氏
同
論
考
）
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
詳
論

は
枚
挙
に
遑
な
く
、藤
田
明
良
「
南
都
の
唐
人
」（『
奈
良
歴
史
研
究
』

54
号　

２
０
０
０
年
）、
横
内
裕
人
「
重
源
に
お
け
る
宋
文
化
―
日

本
仏
教
再
生
の
試
み
」 （『
ア
ジ
ア
遊
学
』
122
、
二
〇
〇
九
年
）
に
始

ま
り
、
渡
邊
誠
「
後
白
河
法
皇
の
阿
育
王
山
舎
利
殿
建
立
と
重
源
・

栄
西
」（『
日
本
史
研
究
』
五
七
九
、二
〇
一
〇
年
）
な
ど
、後
白
河
院
・

重
源
―
阿
育
王
山
舎
利
殿
建
立
に
係
る
問
題
は
極
め
て
重
い
も
の
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
時
代
的
な
趨
勢
に
九
条
道
家
と
そ
の
周
辺
の
敢
行
し

た
多
様
な
宗
教
的
行
事
の
ひ
と
つ
、
す
な
わ
ち
法
華
山
寺
僧
や
千
葉
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寺
僧
が
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
の
補
刻
に
捨
財
し
た
営
為
は
、
道
家

が
入
宋
僧
（
慶
政
・
了
行
な
ど
）
を
介
し
て
「
仏
法
」
の
根
幹
に
当

た
る
大
蔵
経
の
保
持
を
宋
の
地
に
試
み
た
営
為
で
あ
り
、
横
内
氏
前

掲
論
文
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
従
来
の
教
宗
で
あ
る
〈
顕
密
仏
教
〉

が
依
拠
し
守
る
べ
き
根
拠
と
な
る
宋
地
の
大
蔵
経
の
廃
滅
を
危
惧
し

て
行
っ
た
善
行
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
道
家
が
長
財
を
投
じ
て
「
自
筆

（
草
書
体
か
）」
の
阿
弥
陀
経
を
宋
の
地
で
十
万
巻
、
開
版
・
流
通
さ

せ
ん
と
祈
願
（
実
行
か
）
を
立
て
た
の
も
、宋
代
佛
教
の
主
流
と
な
っ

て
い
た
「
禅
・
律
・
浄
土
」
に
呼
応
す
る
一
連
の
「
動
き
」
で
あ
っ

た
。
摂
関
家
主
導
の
未
曾
有
の
体
制
が
「
現
実
」
と
な
っ
た
か
に
見

え
た
文
暦
・
嘉
禎
期
の
道
家
が
真
摯
な
意
図
を
も
っ
て
「
構
想
」
し

た
「
倭
漢
相
和
。
古
今
末
レ
聞
。」
の
一
大
善
根
の
一
環
で
あ
っ
た
、

と
解
し
て
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
所
は
四
天
王
寺
、「
釋
迦
如
来

転
法
輪
之
場
」で
あ
り
、「
上
宮
太
子
所
二
經
始
一
之
場
」で
あ
る
。「
佛

牙
（
舎
利
）」
を
挙
げ
て
「
生
身
」
を
説
く
願
文
（
具
体
的
に
は
唐

土
の
阿
育
王
寺
が
意
識
さ
れ
て
い
た
）
は
、ま
さ
に
「
君
王
輔
佐
者
。

家
之
玄
縱
也
。
白
二
古
賢
一
及
二
今
愚
一
久
伝
。」、「
佛
法
興
隆
者
。
身

之
素
意
也
。
白
二
少
年
一
至
二
大
位
一
未
レ
忘
。」
の
高
揚
感
に
溢
れ
る

対
句
で
あ
る
。
慶
政
・
成
阿
弥
陀
仏
の
勧
進
シ
ス
テ
ム
に
裏
打
ち
さ

れ
た
「
橘
寺
」「
法
隆
寺
」
な
ど
の
復
興
計
画
は
南
都
・
四
天
王
寺

を
軸
に
し
た
聖
徳
太
子
信
仰
に
支
え
ら
れ
て
い
た
が
、
道
家
は
「
君

王
輔
佐
者
。
家
之
玄
縱
也
」
と
し
て
そ
の
「
宗
教
構
想
」
を
「
佛
法

興
隆
者
。
身
之
素
意
也
。」
と
し
て
「
遁
世
・
入
宋
・
勧
進
」
と
い

う
多
面
的
な
活
動
を
体
現
し
え
た“
上
人
”達
の「
動
き
」を
通（
介
）

し
て
主
導
し
た
、
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

敢
て
云
う
な
ら
ば
、
南
都
諸
宗
を
始
め
、
元
来
の
仏
法
の
あ
る
べ

き
姿
が
日
本
に
の
み
保
持
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
院
政
期
以
来
の
自

負
（
驕
慢
に
同
じ
）、
鎌
倉
前
期
の
入
宋
僧
に
よ
る
宋
代
佛
教
の
新

規
受
容
が
齎
し
た
鎌
倉
中
後
期
以
降
の
自
省
（
驕
慢
に
対
す
る
畏
怖

＝
天
狗
の
問
題
か
）
と
の
混
淆
・
転
換
の
時
期
に
道
家
の
生
涯
は
当

た
っ
て
い
た
、
と
考
え
て
も
み
る
の
で
あ
る
。

こ
の
小
文
で
明
ら
か
に
し
え
た
事
実
は
、
少
な
く
と
も
大
き
く
二

方
向
に
展
開
し
て
い
く
。
一
つ
は
、
道
家
の
宗
教
的
な
構
想
が
摂
関

家
の
基
軸
と
な
る
枠
に
沿
っ
て
聖
徳
太
子
信
仰
と
結
び
、
遡
る
と
こ

ろ
「
曾
祖
禪
定
相
國
之
草
創
」
の
「
最
勝
金
剛
院
」
を
も
願
文
中
に

挙
げ
、
更
に
は
道
長
の
四
天
王
寺
参
詣
な
ど
を
も
念
頭
に
置
い
て
結

構
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
敢
え
て
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ

う
が
（
蜀
版
大
蔵
経
将
来
を
も
含
め
て
既
に
道
長
〈
さ
ら
に
は
頼
通
〉

の
問
題
に
は
上
島
亨
氏
『
日
本
中
世
社
会
の
形
成
と
王
権
』〈
名
古

屋
大
学
出
版
会　

２
０
１
３
刊
〉
な
ど
の
御
指
摘
が
あ
る
）、
そ
の

内
実
の
異
な
り
は
、「
遁
世
」「
渡
宋
」「
勧
進
」
な
ど
が
顕
在
化
し

た
具
体
的
な
動
向
（
包
修
と
結
ぶ
）
に
在
る
。
い
ま
一
つ
の
展
開
は
、

経
典
の「
手
自
書
写
」の
功
徳
を
内
包
し
た
写
刻
体
経
典
の
刊
行（
施

印
の
功
徳
）
が
、
少
な
く
と
も
宋
代
に
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
の
あ
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る
こ
と
と
日
本
の
十
三
世
紀
に
お
け
る
春
日
版
な
ど
に
認
め
ら
れ
る

字
様
（
肉
太
・
肉
筆
風
）
と
の
関
係
で
あ
ろ
う
が
、
今
後
の
課
題
と

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

本
稿
の
な
る
に
当
り
、
貴
重
な
経
典
の
閲
覧
調
査
・
書
影
掲
載
の

御
許
可
を
頂
い
た
本
源
寺
矢
留
文
麿
先
生
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
ま

た
、
平
成
29
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
（
Ｂ
）〈
課
題
番
号
２
６
２
８ 

４
０
４
０
〉
の
助
成
に
拠
る
研
究
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
次
第
で

あ
る
。

（
ま
き
の　

か
ず
お
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）


